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　こども科学館の展示に関する基本設計について、企画提案を求め、その内容及び能力を総合的に比較検討して、最も適格と判断される設計者を選定するため、公募型プロポーザルを実施した。
　当該プロポーザルに係る審査は、「こども科学館展示基本設計委託業務公募型プロポーザル審査要領」に基づき、当審査委員会において、２段階方式により厳正に行った。
　一次審査では、３者から提出のあった参加申込・企画提案書に基づいて書面審査を行い、３者すべてを二次審査の対象者として選定した。
　二次審査では、対象者３者に対してヒアリング（プレゼンテーション及び質疑応答）を行い、「本事業に対する理解度」、「本業務に対する取組意欲」及び「提案の的確性、独創性、具体性、実現性」の観点から総合的に審査した結果、契約の相手方となる候補者として「丹青社・ユーエスケーこども科学館展示基本設計委託業務共同企業体」を選定した。
　なお、二次審査において、上位２者の総合的な評価は接近しており、いずれか一方が極めて優れているという審査結果には至らなかった。
以下に、それぞれの提案者に対する審査の概要を述べる。
候補者（丹青社・ユーエスケーこども科学館基本設計委託業務共同企業体）
　フロアの利用形態は、学級単位での利用を考慮し、実験室の面積をフレキシブルに利用するなどの工夫が見られた。このことは、体験を重視した工作室の積極的利用も含め、高知市子ども科学図書館の活動実績を踏まえた提案であり、活動の維持・発展に大きく寄与するものであると評価された。また、展示スペースのフレキシブルな利用にも十分な配慮がなされている。
併せて、屋上を積極的に利用しようとする姿勢は大いに評価できるので、さらに、敷地やエントランスを含む下層階の空間にも、本施設の存在を示す積極的な姿勢が望まれる。
　ターゲット層を広げる工夫は求められるものの、学校への対応や非常時の避難経路の設定を含め、全体的に堅実な提案であることが、第１位という審査結果につながったと考えられる。
次点者（Ｂ者）
　プラネタリウムを入口から最も遠い場所に設置して入口付近からゆるくて長いスロープでつなぐとともに、企画展示をフロアの中心に据え、常設展示を周辺に配置していることが大きな特徴である。
新しいタイプの展示を目指した個性的かつ意欲的な提案ではあるものの、空間の利用に関して、多様な来館者やスタッフ、ボランティアへの配慮、子ども科学図書館の活動実績への配慮が十分になされていないことなどから、第１位と僅差の第２位となった。
第３位（Ｃ者）
　「科学館（仮称）基本構想」及び「新図書館等複合施設整備基本計画」で提示されたフロアの利用形態にほぼ忠実であり、また、高知県を強く意識した展示が中心となっているものの、自然関係の展示に重点が置かれ、体験型科学館としての魅力に欠けることなどから、総合的な評価は、第１位及び第２位からやや離れた第３位となった。
最後に、本プロポーザルに参加され、真摯にご努力をされたすべての設計者に対して、審査委員一同、改めて敬意を表し、深くお礼を申し上げます。
また、今後、本提案をベースに、関係者との緊密な協議を重ねて優れた設計案が策定され、長い年月にわたって県民・市民に親しまれるこども科学館が整備されることを祈念いたします。
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